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植民地主義による変容
エジプトにおけるムスリム同胞団の躍進と
サイイド・クトゥブ思想の深化
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座喜純
はじめに
エジプトの国民議会選挙において大躍進を遂げた、政府非公認の違法組織と称される「ムス
リム同胞団」と同胞団の精神的指導者としてナセル政権下で、処刑され、今日も世界中でその思
想、に関する研究が進められ、国際社会に影響を与え続けている思想家サイイド・クトワブに関
して、史実に基づいて正しく伝える情報は非常に少なく、事実が歪曲されたり誤報されたりし
ているのが現状である。両者の原点は、 20世紀前半のエジプトにおけるイギリスの植民地主義
と保護国化への抵抗と、エジプトにとって外来勢力であるオスマントルコ系王族によるエジプ
ト王政からの脱却であった。
本論では、植民地主義の波及による変容の一事例として、 20世紀前半のエジプトにおけるム
スリム同胞団の設立経緯やサイイド・クトゥブの思想の深化を、史実やイスラーム的な専門知
識に基づいて調査・分析することにより、このような変容が今日のエジプト、中東社会、ひい
ては国際社会全体に及ぼす影響と警鐘について考察し、未来への問題解決の鍵となる普遍性を
探究するものとする。
今日の国際社会におけるムスリム同胞団とクトゥブ思想に関する報道と誤解
2005年に実施されたエジプトの国民議会選挙において、政府非公認の違法組織と称される「ム
スリム同胞団」が選挙期間中にさまざまの選挙妨害を受けたにもかかわらず、全議員数 444人
の20怖にあたる 88議席を勝ち取り大躍進を遂げた。
この結果、ムスリム同胞団は国際的にクローズアップされ、この組織に関するさまざまな情
報が飛び交うことになった。そのような報道の中には、彼らを秘密結社として取り扱うものも
あれば、或いはまた政治的罪状でエジプト政府から違法組織として告発されてきた組織と紹介
するものもあり、総じて、ムスリム同胞団は民主主義を根底から否定し、女性の権利や言論の
自由を認めず、外国人相手の観光業を妨害し、エジプトの産業の発展を著しく妨げる暴力主義
の政治組織であるかのようなイメージが先行している。
「ムスリム同胞団はイスラーム復興を目指す大衆運動組織であり、しばしば現代における最
も代表的なイスラーム復興運動とされる。 1928年にエジプトで結成されて以来、アラブ諸国に
大きく広がり、同胞団系組織の存在が確認される国は 15ヶ国を超え、そのような同胞団系組織
? ?? 。??
のうちの過半数がそれぞれの国のイスラーム復興運動の中で最大規模の組織となっている。同
胞団の立場はきわめて保守的なイスラーム復古主義と過激な民族主義の双方に見出される。ア
ラブ諸国の民族主義運動の指導者のなかには一時期ムスリム同胞団の影響を受けた者も少なく
なく、その多くは各国の政権から無気味な右翼過激派と見なされている。」これは、同胞団に関
して一般紙で解説された記事の抜粋である。
しかし、ムスリム同胞団という看板を取り下げれば組織を公認するというサダト政権時の政
府申し入れを拒否して、組織自らの理念と理想、を遵守すべく半世紀以上にわたって政府非公認
の違法組織との熔印を甘受しながら活動を継続してきたという事実こそが、ムスリム同胞団の
実態である。本来このような非公認組織は政治的に非常に弱い立場に立たされるのが世の常で
はあるが、ムスリム同胞団は 1928年の結成以来、エジプト国民の絶大な支持を得て今日まで存
続してきた実績を持つ。そればかりか彼らは、その存在と影響力を中東地域に拡大してきた。
エジプト国民議会選挙の結果は、彼らに対する内外の支持がどのようなもので、あったかを改め
て現わしたものとなっている。
このような経緯と事実を鑑みるならば、ムスリム同胞団に関する様々な報道情報の信憲性を
疑わざるを得ないのは自明であろう。国際社会において注目を集めているにも関わらず、残念
ながら同胞団に関して、史実に基づいて正しく伝える情報は非常に少なく、事実が歪曲された
り誤報されたりしているのが現状である。
ムスリム同胞団が国際的にクローズアップされる一方で、同胞団の精神的指導者として、ナ
セル政権下で、処刑されたサイイド・クトゥブの思想、もまた、イスラーム世界のみならずノンム
スリムの人々にまで広く注目を集め続けている。クトゥブの著作の大半は現在も発刊禁止にな
っているにもかかわらず、今日に至るまで読み継がれ、欧米諸国においても彼の思想研究は、
今なお進展している。近年、ナセル政権の弾圧によるクトゥブの処刑を現代の殉教と見なし、
彼の著書「道しるべ」をマニフェストと信奉するクトゥブ主義者と称される人々の中にはウサ
ーマ・ピン・ラディンをはじめとするアルカイダのメンバーも含まれることから、欧米メディ
アでは、クトゥブ思想を、聖戦という大義のもとに極端な暴力手段を取る狂信的なテロ組織の
急先鋒と位置づけ、科学の発展、物質的繁栄、人類の進歩を否定する反近代主義、反知性主義、
狂信主義、アナクロニズ、ムのように論評しがちであるが、このような報道もまた史実に基づい
た根拠の無い誤解の産物と言えよう。
ここで我々は、今日、このように国際社会で取り上げられるムスリム同胞団の躍進もサイイ
ド・クトゥブの思想の深化も、その発端は20世紀前半のエジプトにおけるイギリスの植民地主
義と保護国化に対する抵抗と、エジプトにとって外来勢力であるオスマントルコ系王族による
エジプト王政への批判、植民地主義からの完全な脱却であったという事実にもう一度注視すべ
きである。次章以降、この視点から、ムスリム同胞団の設立とクトゥブの思想、の深化を考察し
ていく。
ムスリム同胞団の設立経緯:エジプトにおける植民地主義と独立運動
今日、エジプト最大・最強の民衆組織「ムスリム同胞団」は、 1928年3月、エジプトのスエ
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ズ運河西岸中部のイスマイリーヤ市において、「イスラームのために奉仕するムスリムの同胞た
ち」として、ハサン・アルパンナと彼の思想に共鳴する 6人のイギリス軍キャンプ労働者によ
って結成された。
ノ¥サンは、カイロ北西の小さな町ムハマディーヤに生まれ、モスクのイマームであった父と
クッターブの教師から厳格な信仰教育を受け、非常に敬度なムスリムとして育った。 17歳でカ
イロにやって来たハサンは、近代的、西洋的な大都市カイロの世俗的、非イスラーム的、西欧
風の生活に強い衝撃を受けた。当時、カイロの世俗的知識人階級は無神論者のように語り、そ
の生活はイスラームから著しく逸脱したものであったからである。しかし、カイロのダーラル・
ウルームを卒業し、教師として赴任したイスマイリーヤ市で、彼はカイロ以上に強烈な衝撃を
受ける。当時、イギリスの軍事基地と運河会社の外国人職員集団の本拠地であった岡市は、主
要なビジネス、公益事業をイギリスに支配され、もはやエジプトの都市ではなく西洋そのもの
であり、植民地搾取の象徴で、あったからである。岡市において外国人は豪華なヴィラに居住し、
泥とアシの葉で囲んだ粗末な家に暮らすエジプト人は、外国人のための日雇い労務者として奴
隷のような生活を送っていた。そこで、ハサンたちは、植民地主義から脱却してムスリムの尊
厳を奪回することを目指し、ムスリムの繁栄のために立ち上がった。
7名の団結から始まったムスリム同胞団は、支部網と団員数の拡大に伴い、本部をカイロに
移し、 1946""'1948年のピーク時の団員数は30""'60万人と推定され、その他に 50万人のシンパ
が存在したため、 1100万人の声を代弁している」という同胞団の主張は決して誇張ではなかっ
た。団員は、公務員、警察、軍隊、各種組合に浸透して機関誌を発行し、家内工業的だ、った営
利組織は有力な企業体に発展して資金源となった。このような同胞団は、国家の中の国家に成
長し、更に国境を越えてパレスチナ、ヨルダン、シリア、イラクに支部、連絡機関を設立した。
第二次世界大戦末期のエジプト社会は革命状況へと進み、やがて同胞団においても政治活動
は優越されるようになり、同胞団は次第に政治勢力となっていった。政治勢力となった同胞団
の敵対ターゲットは、エジプトを植民地としたイギリスとエジプト人にとって外来勢力である
オスマントルコ系王族が統治するエジプト王政であった。第二次世界大戦終結後、エジプト人
の誰もがエジプトの独立を指向した。この時代に同胞団は、団員も支持者も大幅に拡大し、エ
ジプトの主要政治勢力としてエジプト独立解放運動の旗手となっていった。エジプトの独立解
放を目指すエジプト英軍の青年将校グループ「自由将校団」は、当時、諸方面に大きな影響力
を持っていた同胞団に接近し、互いが目指す共通項を見出した。
1952年のエジプト独立は、自由将校団が表舞台に立ち同胞団が裏から支援する体勢で起こり、
エジプトは無血で独立を勝ち取った。この後、同砲団は自由将校団への支援を継続したが 1954
年10月、アレキサンドリアにおいて自由将校団の英雄的中心人物であるナセル大統領の暗殺未
遂事件が起こった。ナセル政権はこの事件をきっかけに、それまで彼らを支援してきたムスリ
ム同胞団と絶縁し、更に同胞団メンバーを多数投獄した。しかながら現在では、当時、暗殺者
として逮捕された者のピストルが、弾道検査の結果、暗殺未遂事件当日に使用されていなかっ
た事実が判明しており、この事件は、ナセル政権が同胞団組織の解体を目論んだ結果ではない
かと言われている。この事件以降現在に至るまで、ムスリム同胞団はエジプト政府非公認違法
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組織という扱いを受けるようになった。
ムスリム同胞団の理念と行動規範
ムスリム同胞団に対する誤った認識が広がっていることは前述したが、実際のムスリム同胞
団はこのようにエジプトを植民地化するイギリスや、エジプトにとって外来勢力であるオスマ
ントルコ系王族(ムハンマド・アリーの子孫たち)の統治支配に対する独立・抵抗運動を発端と
して設立された。同胞団は植民地下のエジプトにおいて、当時、国民に与えられていなかった
教育・社会福祉・医療健康などの向上を中心にした積極的な活動を継続して、エジプト独自の
政治兼福祉組織の役割を果たすことになった。
それでは、エジプトにおいて独自の役割を果たしているムスリム同胞団の真の姿、実態とは
一体どのようなものなのか。彼らはどのような理念と行動規範を基盤とした組織であるのか、
ここで再確認しなければならない。
同胞団の教育・倫理価値・法律・社会保障・社会規範の全ては、唯一神アッラーの命令とア
ッラーの使徒であるムハンマドの実行に基づくというのが基本理念であり、行動規範となって
いる。そしてイスラームにおける「自由」とは、唯一神アッラーから全ての人聞にもたらされ
るものであり、それは人種・民族・肌の色・信仰・性別などを問わず、全ての人々が平等に享
受できるものであると訴えた。同胞団はこのイスラーム的な自由の実現を強く主張し、その具
現化として信仰の自由、国家組織や社会での意思決定への参加の自由、投票の自由などを掲げ、
エジプト国家にこれらの自由の実現を要求し続けてきた。同胞団が考える国家政策とは、国家
の安全保障を守ることと、国家の「自由・独立」を保持することの二つである。
ムスリム同胞団は、啓典クルアーンと預言者の言行録であるハディースならびに正統派 4代
カリフである預言者の教友たちの言行録を基盤とする、理想的なイスラーム国家の建設を目指
している。そのイスラーム国家実現の手段として、彼らは国家のあらゆる分野においてイスラ
ーム法(シャリーア)を遵守することによる、イスラームの真理の追求と啓蒙と実践を掲げて
いる。同胞団の行動規範は、聖典クルアーン 16章 125節にある「人々の最良の規範となり、英
知をもって、主の道に導きなさい』に則ることにあり、またこれに基づいて人々と対話し、自
分たちの信念を具現化していくことにある。
イスラーム国家における最も重要な柱は、「知J(アル・イルム)である。同胞団はこのような
「知」の追求は、国家から国民に与えられるべき権利であり、その一方で、国民はムスリムと
してこの「知」をより高めていく義務を負うものであるとしている。また同胞団の理念では、
「正義」の実現も「知」の追求と相並ぶ国家の重要な課題とされている。この正義の実現には
当然「平等」と「法治国家」が前提となるため、彼らはこの前提条件をエジプト国家がクリア
することも強く要求し続けることになった。さらに国際関係においては、互いの「知」を交流
することによる支援協力を重要視し、他国への介入・干渉を決して行わないことを行動規範と
して掲げてきた。
同胞団は、国家の独裁、占有を回避するため多くの人々が参加する協議を通じた合意を形成
するシユ}ラー(協議)というイスラーム古来の制度への回帰を訴えてきた。理想的な意思決定
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システムとして、彼らは政治制度のみならず社会問題のあらゆる問題解決にいたるまで、この
シューラー制度の採用を強く求めてきた。
このようにムスリム同胞団の理念と行動規範、そしてその活動の軌跡を辿ると、彼らの存在
意義や本来のイスラームの教えとその真理を基盤とした行動の実践が、「保守的なイスラーム復
古主義と過激な民族主義」といった扇動的なキャッチフレ}ズのメディア報道から如何に事離
しているか理解できるであろう。設立以来、彼らは、穏健なるイスラーム思想とその実践によ
って、国内外の平和的な環境を作り出し、国家の安定とその発展を推進し豊かな社会と自由で
健康な国民生活を実現することを理想としてきたのである。
サイイド・クトゥブの幼少期とエジプト近代化・植民地主義の陥路
1949年にムスリム同胞団の設立者ノ、サン・アルパンナが暗殺された後、同胞団の精神的指導
者となった思想家サイイド・クトゥブは、 1906年、ナイル川中流域のアシュート市近郊のムー
シャ村に生まれた。彼は、自伝「村の少年」の中で、当時のエジプト農村の生活、風俗習慣、
植民地主義による搾取や圧制、民族独立運動について鮮明に描いている。彼の幼少期は、イギ
リスの植民地主義・保護国化とそれに対抗する民族独立運動の嵐の真っ只中にあり、エジプト
近代化の隆路の中で、後にクトゥブ思想となる萌芽は育まれることとなる。
当時エジプトでは、二つの知識階級が並存していた。一つは伝統的なイスラーム社会におけ
る知識人で、イスラームに精通したアーリム、ウラマーと称される人々であった。それに対し
て、アファンディと呼ばれる世俗の諸学問に精通した新知識階級が台頭し、政府の役人、教員
としてエジプトの近代化に当たっていた。裕福ではないが、ムーシャ村の名家に生まれたクト
ウブの教育について、一族の間で、イスラームの伝統に則ったクッターブと、アファンディと
して立身出世させるための官立学校のどちらに進学させるか論争が起きたが、その結果、クト
ゥブはアファンディとなることを嘱望され、世俗教育を受けるため官立学校に進学した。官立
小学校時代、クトゥブはクッターブに進学しなかったにもかかわらず、クルアーン全文を暗請
し、独立運動支持政党である祖国党の委員会メンバーである父の影響と、熱狂的な愛国独立主
義の小学校の校長との交流を通じて、愛国心と民族独立心に覚醒してしだ。その一方でクトワ
ブは、名家に生まれ、何不自由なく育った自分とムーシャ村の人々の生活の落差を目の当たり
にして、エジプト社会における貧困層の生活の実態に強い衝撃を受け、貧富格差の根絶と平等
を願う正義感にも目覚めてし、く。このようなクトゥブの幼少経験が、後のクトワブ思想の素地
となっていったことは自明であろう。
クトゥブの転機
その後中等教育を終えて、カイロのダーラル・ウルームに進学し、官僚として教育省に勤務
したクトゥブは、なぜ嘱望されたアファンディの道を手に入れながら、イスラーム回帰によっ
て人々の解放を求める活動家に変身することになったのか。
1948年、著作「イスラームの社会主義」の中でクトゥブは、社会的不正義、貧困、絶望的な
貧富格差を弾劾する。当時エジプトでは、 0.5同にしか過ぎない特権階級が国民所得の半分を占
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有しており、クトゥブは、このような社会状況に憤り、格差と不正義の根源である革命前のエ
ジプト王政に対する批判の記事を様々な出版物に寄稿していた。このようなクトゥブの一連の
批判行為に対して王は激怒し、彼を即刻処罰するよう命じたが、その頃の王国政府はムスリム
同胞団への対策で手一杯の状況でクトワブの処分をすぐに下すことができなかった。教育省の
クトゥブの上司は、王国政府の処罰を免れるように、アメリカにおいて同国の教育カリキュラ
ム立案策定の方法論を学び、エジプトの教育制度に取り入れることを目的として、クトゥブを
ニューヨークに派遣した。イギリスに代わる超大国として発展するアメリカ事情を知ることに
よって、クトゥブの王政批判と反植民地主義的かっ社会主義的な思想が穏健化することを、上
司は期待していた。
しかしこのアメリカ留学時に、クトゥブの思想を更に深化し、イスラームに魂を向けさせる
大きな転機となる二つの出来事が起こった。
一つ目の事件は、 1949年 2月 13日に起こった。クトゥブは、アメリカから遠く離れたエジ
プトで起きたムスリム同胞団創設者ハサン・アルパンナの暗殺事件を、アメリカ全土が熱狂的
に祝賀する光景を見て、驚博すると共に大きな衝撃を受けた。やがて失意の中で彼は、これほ
どまでにハサン・アルパンナを西洋全体が脅威と見なしていたという事実は、却ってハサン・
アルパンナの思想や運動が正義で、あることを示す証拠ではないかと考え始めた。こうしてこの
事件は、クトゥブがムスリム同胞団に目を向ける契機となった。
クトゥブがアメリカに留学していた当時、彼のような中近東から派遣された留学生たちを利
用しようと、ヨーロッパ列強各国の大使館や政府筋は巧みに彼らへの接近をアメリカで試みて
いた。そのような背景下で、もう一つの契機は訪れた。ある日、クトゥブはイギリス情報局在
米事務所長ジョン・ヒュワース・ダンの自宅に招待された。その際、ムスリム同胞団やハサン・
アルパンナに関する話が数多く話題に上り、イギリス情報局員が驚くほど詳細な情報を知って
いたことから、クトゥブは、イギリス政府が莫大な資金と労力を費やしてムスリム同胞団やハ
サン・アルパンナの情報を入手していることを察した。話し合いの最後に、ダンは、クトゥブ
を招待した目的を明らかにした。ムスリム同胞団がエジプトの政治権力を掌握することになれ
ば、エジプトの発展の妨げになるので、クトウブのような知識人はそれを阻止するのが務めで
あると彼の説得を試みたのである。更にダンは、エジプトにおける反英抵抗運動に影響を与え
るような文筆活動をやめるよう彼に要請した。イギリスの影響力が無くなれば、アメリカがイ
ギリスに取って代わってエジプトを支配するようになることは明らかであり、そうなればエジ
プトの状況はさらに悪化するとダンはクトゥブに説明した。
この瞬間に、それまで心の中にあった様々な疑問は全て消え去ったと、クトゥブは後に自ら
語っている。そしてこの瞬間に、ムスリム同胞団こそが、クトゥブが模索していた正義の道で
あることが明確になり、エジプトに帰国後、すぐに同胞団に出向くことを決意したという。事
実、クトゥブはアメリカから帰国後、教育省の職を辞し、ムスリム同胞団のイデオローグとし
て、機関誌の編集長に任命された。
このように周囲の期待に反し、アメリカ留学はクトゥブを反西洋支配、反植民地主義により
一層、傾斜させる結果となった。そのうえ、イスラ}ムでは何の問題ももたらさない人種、肌
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の色の差異が、アメリカでは著しい人種差別の原因であることが衝撃的かつ屈辱的であったこ
ともクトゥブは記述している。こうしてアメリカでの二つの契機を経て、クトゥブの思想のイ
スラーム的基盤は確立され、彼はムスリム同胞団と行動を共にするようになった。
クトゥブ思想の深化
クトワブは、ムスリム同胞団に参加後、処刑されるまでの時代の大半を獄中で過ごした。 1954
年、ナセル大統領の暗殺未遂はムスリム同胞団の犯行と見なされ、多くの同胞団関係者が逮捕
された。クトゥブはその中の一人として告発され、 15年の実刑判決が下された。獄中での長期
間にわたる拷問の末、彼は肺機能不全と狭心症を患い、 1964年に釈放された。 1965年 7月 30
日に弟のムハンマド・クトゥブが逮捕され、この逮捕への抗議文を内務省に送ったことが起訴
理由として利用されて、同年8月9日にクトゥブは再逮捕された。多くの同胞団メンバーと共
に再び裁判にかけられたクトゥブは、 7名の同胞団メンバーと共に死刑判決を下された。処刑
の前日、ナセル大統領は、クトゥブが持論を取り下げ、自らがアメリカのエージェントであっ
たと新聞に公表すれば、死刑執行を取りやめて彼を釈放するという取引を提案したが、彼はこ
れをきっぱりと拒否し、 1966年 8月 29日、潔く処刑された。この事実は、クトゥブが自らの
信仰と思想を実践し、イスラーム初期の殉教者たちと閉じように神が示した正しい道を遵守し
て殉じた証拠として、クトワブの思想、を信奉する多くの人々に大きな影響を与えていくことに
なる。
ムスリム同胞団に参加し、処刑されるまでの期間、クトゥブは、自ら確立したイスラーム的
思想を実行に移し、同胞団への参加以前の時代に発表した自らの思想と著作の誤りを指摘・修
正して、「マアーリム・フィッタリーク(道しるべ)Jや「フィー・ズィラーリルコルアーニ(ク
ルアーンのご加護の下に:クルアーン解釈書)Jのような数多くの著作を遣し、自身の思想を深
化させた。
クトゥブは、植民地化されたイスラーム諸国が再度復興する際に世俗主義に汚されることを
防ぐには、純粋にイスラームに回帰するしか手段はないと考えた。更に彼は、イスラームの世
界に侵略し続けている東西の両陣営を防御する方策としても、イスラームへの回帰以外の手段
はないと判断した。
イスラーム以外のシステムでは、人々は何らかの形で他人を崇拝するが、イスラーム的生活
様式においてのみ、すべての人聞が人間への隷従状態から自由であり、皆がアッラーの教えだ
けに従ってアッラーにのみ服従し、唯一神アッラーへの崇拝に献身できる。このアッラーへの
帰依における人間の尊厳が道の分かれるところであり これこそ我々が保有し、人類に提供で
きる新しい概念であり、人間の生活の実践的なすべてを支配するこの概念と生活様式こそが、
人類に欠けている死活的なメッセージで、あり、これを我々は、イスラームと呼ぶ、とクトワブ
は訴求している。
また彼は、イスラームの究極の目標は、人間に「人間性」を覚醒させ、力強い共同体を発展
させて、その共同体に属する人聞をあらゆる局面において高めることであると記述している。
「人びとよ、われは一人の男と一人の女からあなたがたを創り、種族と部族に分けた。これ
?
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はあなた方を、互いに知り合うようにさせるためである。アッラーの御許で最も貴い者は、あ
なた方のなかで最も主を畏れる者である。本当にアッラーは、全知にしてあらゆることに通暁
しておられるJ(四九章一三節)このようにクルアーンでは、人間同士、男女問、そして民族問
の平等と共存が明記されている。
このクルアーンの啓示のもとで、クトゥブとムスリム同胞団は、人種、肌の色、言語、園、
地域、国益といった低位の結合を超越し、信仰の紳を基盤として互いに尊敬し合う平等な人間
関係の下に団結する共同体を追求している。そして全世界の全ての人々を人間への隷従から解
放し、完全な自由を人々に取り戻すというムスリムの使命と、神の示された正義の道を貫くた
めの奮闘を希求している。
現代社会への警鐘
「歴史は、数々の出来事そのものではなく、その出来事の解釈である。それらの出来事の関
連性を知ることは重要であるが、その一方で人聞は、自らの魂、精神、思想、物質的な特性や
森羅万象におけるあらゆる価値観を理解することも重要である。」これはサイイド・クトゥブの
遺した有名な言葉である。
ここまでムスリム同胞団やクトゥブ、思想の軌跡を辿ってきたが、なぜ彼らが純粋なイスラー
ムへの回帰と唯一神であるアッラーの教えに絶対的に帰依し、その正義の道を希求して奮闘し
てきたのか、その事実についてもう一度、我々は熟考すべきであろう。
クトゥブは、共産主義体制下での一般大衆の屈辱も、また資本主義体制下での食欲な富の追
求と帝国主義による諸民族、諸国家の搾取も、神の被造物である人間に対する抑圧であると訴
えた。なぜならば、それは、人聞が神から賜った人間としての尊厳の否定に他ならなし、からで
ある。
このようなクトゥブ思想もムスリム同胞団の活動も、ともすればイスラームに回帰しようと
する彼らの活動とその波及事実のみに注視されがちであるが、我々は、彼らの思想と活動の発
端に存在するものについて、より注意深く考察すべきであろう。全ての人聞が人間による隷属
から自由になり、人間としての自由と尊厳を取り戻し、互いに尊敬し合う平等な人間関係の下
に団結すること、植民地主義や国外勢力による統治政権への抵抗と独立は、ムスリム、ノンム
スリムに関わらず、人として追求すべき基本的な権利であり義務である。クトゥブ思想とムス
リム同胞団の本来の趣旨も、その点は何ら普遍である。
本論では、エジプトにおける植民地主義による変容として、ムスリム同胞団とサイイド・ク
トゥブの思想を事例として取り上げたが、エジプト同様に植民地主義の変容が今日まで影を落
としている国家・地域は多数存在する。
欧米諸国が自国の利益を優先するために、中東やアフガニスタン、アフリカ地域で独裁体制
や権威主義体制を支援してきたという事実を、現地の人々は決して忘れていない。そのような
状況下で、特に天然資源を保有する国々に対して、今なお「民主化」と称する介入と占領は強
行されている。
植民地主義の変容の中で人々は、神から賜った権力を自らの手で所有するとともに自らの手
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でその権力を行使し、そして義務を果たすことを、さらに社会集団の諸活動のあり方や人間の
生活態度にも個人の自由と万人の平等が約束されることを渇望している。それは、彼らの願い
であると共に、全ての人々に与えられた権利であり、義務でもあることを我々は忘れてはなら
ない。真の自由と尊厳について強く認識し、それを渇望する人々にとって、植民地勢力によっ
て押し付けられた民主主義と自由は、何の価値ももたらさないばかりか、それを強要すること
は罪のない人々に苦痛を強いる結果に陥るのは自明である。
大多数のムスリムは敬度かっ極めて穏健であり、し、かなる信条においても絶対主義的な観念
など抱いていない。イスラームの教えに帰依して平和を渇望する彼らは、信仰や聖戦の大義名
分の下に狂信的な暴力行為を働こうとする特別な願望など微塵も持ち合わせてはいなし、。それ
ばかりか彼らは、西洋の政治に堅固に制度化されている民主主義や人権などの様々な西洋思想
や西洋的な自由、すなわち西洋文明を、ノンムスリムがもたらす信仰汚染と見なして拒絶する
こともない。しかし長年にわたる植民地主義の変容によって、西洋諸国の脅威が今日もなお現
実として存続している現在、西洋を脅威と考える過激な狂信主義者を批判することは、同胞に
対する裏切り行為であり、植民地主義と西洋に屈服することに値する。今日、大多数の穏健か
っ敬度なムスリムは、暴力的かっ絶対主義的な狂信主義者の言動に対する嫌悪と、植民地主義
或いはそれと同様の脅威への憤りと抵抗の間で引き裂かれているのである。このように、文明
を衝突させ、文明内の衝突を強要しているのは西洋であるという事実は、植民地主義の変容下
にある人々に大きなジレンマと試練を与え続けている。
おわりに
現在の世界情勢を踏まえて、今、あらためてクトワブの思想と業績を考察すると、彼の言動
が鋭敏な先見性に基づ、いた未来に対する警鐘で、あったことに驚かされる。
共産主義、資本主義、民主主義などの形態は、人々を救うとしづ意義では、クトゥブの時代
から既に破綻しており、そのような破綻状況を自ら認識しながら、正そうとしないばかりか、
その力を歪曲して矛先を国外に向けて、他国・他地域における覇権・利権を競い合った。今日
では、その構図は、植民地主義や自国への干渉・侵攻、人権侵害に抗議・抵抗する人々の集団
を押し並べてテ口組織という名の下に打倒する形態を取るようになった。クトゥブやムスリム
同胞団は、このような状況を誰よりも早く見抜き、その解決の鍵としてイスラーム世界がアイ
デンティティを確立することを訴求したのである。
現在、パレスチナやイラク、アフガニスタン、そして東トルキスタン(ウイグノレ)地域で起き
ている深刻な事態は いずれも植民地主義の変容に他ならず、人々はクトゥブの予見通りの窮
状に陥っている。このような、昨今の世界の潮流を傭敵すると、クトゥブとムスリム同胞団が
追求してきた「人聞が人間への隷従状態から自由になること」の真理についてあらためて考究
せずにはいられない 今こそ 彼らが希求した正義の道と現代社会に鳴らした警鐘を真撃に受
け止めて、人類の真正な自由と尊厳について再考すべきではなかろうか。
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